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今
日
の
社
会
崩
壊
と
キ
リ
ス
ト
教
教
育

大

木

英

夫

戦
後
日
本
社
会
の
構
造
変
化
|
|
「
契
約
化
」

一
、
戦
後
社
会
の
構
造
改
革
と
新
し
い
構
造
原
理

憲
法
第
二
十
四
条
[
家
族
生
活
に
お
け
る
個
人
の
尊
厳
と
両
性
の
平
等
]
「
婚
姻
は
、
両
性
の
合
意
の
み
に
基
づ
い
て
成
立
し
、

夫
婦
が
同
等
の
権
利
を
有
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
、
相
互
の
協
力
に
よ
り
、
維
持
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
。
|
|
こ
の
結
婚
生
活

の
構
造
原
理
は
「
契
約
」
。
コ
ン
ト
ラ
ク
ト
関
係
、
そ
れ
は
伝
統
的
家
父
長
制
と
対
立
す
る
。
社
会
の
基
本
単
位
で
あ
る
家
庭
の
構
造
改

① 
革
は
、
社
会
の
構
造
改
革
と
連
動
す
る
。
日
本
の
古
い
家
族
原
理
は
、
皇
室
典
範
第
一
条
「
皇
位
は
、
皇
統
に
属
す
る
男
系
の
男
子
が
、

こ
れ
を
継
承
す
る
」
に
典
型
的
に
出
て
い
る
。
そ
れ
を
巡
っ
て
皇
室
典
範
改
訂
の
議
論
が
な
さ
れ
た
。
皇
室
典
範
改
訂
の
議
論
は
、
こ

の
度
の
継
承
者
出
産
に
よ
っ
て
中
断
さ
れ
た
が
、
解
決
ほ
さ
れ
て
い
な
い
。
十
六
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
王
室
継
承
で
は
、
「
ヘ
ン
リ

l

八
世
と
六
人
の
妃
」

の
話
が
有
名
で
あ
る
。
今
日
の
日
本
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
十
六
、
七
世
紀
の
段
階
に
あ
る
よ
う
だ
。

② 

中
根
千
枝
『
タ
テ
社
会
の
人
間
関
係
|
|
単
一
社
会
の
理
論
』
。
|
|
タ
テ
社
会
と
は
家
父
長
制
、

そ
れ
に
対
し
て
憲
法
的
規
定

の
夫
と
妻
の
合
意
(
契
約
)
的
結
合
を
ヨ
コ
社
会
と
呼
ぶ
。
し
か
し
、
こ
れ
は
単
純
な
図
式
化
で
あ
る
。
中
根
氏
は
単
に
結
婚
家
庭
だ
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け
で
な
く
、
当
時
の
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
の
政
治
体
制
づ
く
り
を
例
と
し
て
社
会
構
造
が
コ
ン
ト
ラ
ク
ト
関
係
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
。
日

220 

本
の
社
会
と
比
較
し
て
「
筆
者
(
中
根
氏
)
の
分
析
に
よ
る
と
、
『
コ
ン
ト
ラ
ク
ト
』
精
神
は
日
本
人
に
は
ま
っ
た
く
欠
如
し
て
い
る
も

の
で
あ
り
、

ほ
と
ん
ど
絶
望
に
近
い
と
思
わ
れ
る
」
と
書
い
た
。

③ 

あ
る
批
評
家
の
中
根
氏
に
対
す
る
批
判
l
|
「
ヨ
コ
を
支
え
る
精
神
的
規
範
は
契
約
思
想
で
あ
る
。
中
根
千
枝
自
身
、

ヨ
コ
の

説
明
を
十
分
し
て
い
な
い
の
は
横
の
原
理
を
自
分
で
も
知
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
」
。
こ
の
批
判
は
当
た
っ
て
い
る
。
契
約
思
想
の
研
究

と
し
て
日
本
で
は
初
め
て
わ
た
し
の
『
ピ
ュ

i
リ
タ
ニ
ズ
ム
の
倫
理
思
想
』
(
博
士
論
文
は
一
九
六

O
年
、
日
本
語
版
は
一
九
六
六
年
)

が
あ
る
。
『
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
|
|
近
代
化
の
精
神
構
造
』
(
中
公
新
書
一
九
六
八
年
初
版
、
現
在
、
聖
学
院
大
学
出
版
会
か
ら
出
版
さ
れ

て
い
る
。
)
も
同
じ
系
統
の
議
論
で
あ
る
。

契
約
原
理
は
近
代
革
命
の
理
念
|
|
ロ
バ

i
ト
・
フ
ィ
ル
マ
l
は
十
七
世
紀
の
国
王
絶
対
主
義
を
父
と
子
の
関
係
(
パ
ト
リ

ア
l
カ
リ
ズ
ム
、
中
根
の
い
う
タ
テ
社
会
、
家
父
長
制
)
で
説
明
し
た
。
ロ
ッ
ク
は
そ
れ
に
対
し
て
契
約
理
念
で
政
府
を
考
え
た
。
そ

④ 
れ
は
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
革
命
の
思
想
的
継
承
。
革
命
と
は
リ
ヴ
ォ
リ
ユ
l
シ
ョ
ン
、
転
回
で
あ
る
。
自
然
的
成
長
で
は
な
く
、
精
神
的
転

回
で
あ
る
。
革
命
に
は
古
い
社
会
の
破
壊
の
性
格
が
あ
る
、
し
か
し
そ
れ
だ
け
で
な
い
、
デ
モ
ク
ラ
テ
ィ
ッ
ク
な
社
会
の
形
成
の
原
理

で
も
あ
る
。
大
家
族
↓
小
(
核
)
家
族
と
い
う
量
的
縮
小
で
は
な
い
、
質
的
転
回
で
あ
る
。
契
約
的
に
形
成
さ
れ
た
国
家
も
基
本
的
に

は
同
じ
構
造
原
理
に
よ
る
。

二
、
今
日
の
日
本
社
会
に
お
け
る
家
庭
の
崩
壊

① 

家
庭
崩
壊
の
最
近
の
悲
惨
な
一
例
|
|
家
庭
の
崩
壊
は
一
家
庭
の
問
題
で
は
な
い
、
社
会
全
体
の
問
題
で
も
あ
る
。
最
近
の
悲

劇
は
、
奈
良
県
田
原
本
町
の
医
師
(
四
七
歳
)

の
長
男
(
一
六
歳
)

の
事
件
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
日
本
の
社
会
の
問
題
の
凝
縮
図
が

あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
こ
の
長
男
と
面
会
し
た
父
は
、
こ
の
息
子
が
「
人
生
を
ほ
か
し
て
(
捨
て
て
)

い
る
」
と
い
う
感
じ
を
も
っ
た



と
い
う
。
タ
テ
構
造
が
崩
壊
し
た
が
、

ヨ
コ
構
造
が
確
固
た
る
も
の
と
し
て
形
成
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。

② 

契
約
原
理
は
戦
後
日
本
に
お
い
て
形
成
的
で
は
な
く
破
壊
的
l

l
こ
の

「
破
壊
」

の
悲
惨
は
こ
う
言
い
換
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

日
本
の
問
題
は
、
既
(
過
去
)
に
な
い
と
い
う
「
無
」
と
未
だ
(
未
来
)
な
い
と
い
う
「
無
」
、

つ
ま
り
過
去
と
未
来
と
の
聞
に
と
ど
こ

お
る
「
無
」
に
よ
っ
て
「
存
在
」
が
脅
か
さ
れ
て
い
る
状
態
に
あ
る
と
。
今
年
の
日
本
を
揺
る
が
せ
た
ニ
ュ
ー
ス
の
言
葉
で
言
え
ば
、

「
耐
震
強
度
偽
装
」
、
そ
れ
が
戦
後
の
家
庭
、
社
会
、
国
家
の
建
築
の
問
題
で
あ
っ
た
。
戦
後
の
日
本
社
会
は
日
本
国
憲
法
に
よ
っ
て
建

設
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
建
設
が
で
き
ず
、
日
本
社
会
が
崩
壊
の
危
機
に
瀕
し
て
い
る
。
「
存
在
」
が
確
立
さ
れ
な

い
、
そ
れ
は
「
無
」
に
よ
っ
て
脅
か
さ
れ
て
い
る
。
「
無
か
ら
の
創
造
」
が
起
こ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
よ
う
な
深
刻
な
問
題
で
あ
る
。

③
 

の
講
義
と
演
習
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
結
婚
問
題
が
取
り
扱
わ
れ
た
。
第
一
日
の
講
義
は
=
F
O
B
ω
R
5
5
0
E
g
h
o
E
5
2
=
、
第
二
日
目

エ
モ
リ
l
大
学
の
ウ
ィ
ッ
テ
教
授
(
卑
え
・

τ}昌
司
王
。
)
を
迎
え
て
去
る
六
月
に
聖
学
院
大
学
大
学
院
で
二
日
に
わ
た
る
二
つ

は
=
司
円
。
B
n
g可
ω
2
8
(
U
2
0
5
ロ
ペ
-
と
題
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
は
コ
ン
ト
ラ
ク
ト
結
婚
の
本
場
で
あ
る
。
し
か
し
、
最

近
そ
の
問
題
性
が
真
剣
に
問
い
返
さ
れ
、
6
0
E
5
2
=
か
ら
=
h
O
S
S
E
-
-
へ
の
転
向
が
要
求
さ
れ
る
。
「
コ
ヴ
ェ
ナ
ン
ト
」
と
は
す
ぐ
れ

今日の社会崩壊とキリスト教教育

ナ
州
と
ア
l
カ
ン
ソ

i
州
が
導
入
、

そ
の
後
ア
リ
ゾ

コ
ン
ト
ラ
ク
ト
か
ら
コ
ヴ
エ
ナ
ン
ト
へ
の
動
き
が
あ
る
。
そ
の
講
義
の
中
で
ウ
ィ
ッ
テ
教
授
は
、

て
聖
書
的
な
概
念
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
で
は
一
九
九
七
年
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
が
は
じ
め
て
コ
ヴ
エ
ナ
ン
ト
結
婚
を
制
定
、

マ
ラ
キ
書
第
二
章
一

O
節
以
下
の
言
葉
を
引
用
し
た
。

「
我
々
は
皆
、
唯
一
の
父
を
持
っ
て
い
る
で
は
な
い
か
。
我
々
を
創
造
さ
れ
た
の
は
唯
一
の
神
で
は
な
い
か
。
な
ぜ
、
兄
弟
が
互

い
に
裏
切
り
我
々
の
先
祖
の
契
約
を
汚
す
の
か
」

l

l
こ
の
故
に
神
は
、
「
も
は
や
、
献
げ
物
が
見
向
き
も
さ
れ
ず
、
あ
な
た
た

ち
の
手
か
ら
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
か
ら
だ
」
。
そ
し
て
そ
の
理
由
と
し
て
こ
う
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
「
あ
な
た
た
ち
は
、
な
ぜ
か
と

問
う
て
い
る
。
そ
れ
は
主
が
あ
な
た
と
あ
な
た
の
若
い
と
き
の
妻
と
の
証
人
と
な
ら
れ
た
の
に
、
あ
な
た
が
妻
を
裏
切
っ
た
か
ら
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だ
。
彼
女
こ
そ
、
あ
な
た
の
伴
侶
、
あ
な
た
と
契
約
を
し
た
妻
で
あ
る
。
主
は
、
霊
と
肉
を
持
つ
一
つ
の
も
の
を
造
ら
れ
た
で
は

222 

な
い
か
。
そ
の
ひ
と
つ
の
も
の
が
求
め
る
の
は
、
神
の
民
の
子
孫
で
は
な
い
か
。
あ
な
た
た
ち
は
、
自
分
の
霊
に
気
を
つ
け
る
が

よ
い
。
あ
な
た
の
若
い
と
き
の
妻
を
裏
切
っ
て
は
な
ら
な
い
。
わ
た
し
は
離
婚
を
憎
む
と
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
神
、
主
は
言
わ
れ
る
」
。

(
新
共
同
訳
)

二
つ
の
英
語
の
言
葉
(
コ
ン
ト
ラ
ク
ト
と
コ
ヴ
ェ
ナ
ン
ト
)
は
、

日
本
語
で
は
一
つ
の
言
葉
「
契
約
」
と
訳
さ
れ
る
。
た
し
か
に
こ

の
二
つ
の
言
葉
は
英
語
世
界
で
も
区
別
さ
れ
な
い
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
メ
イ
フ
ラ
ワ
ー
契
約
は
「
コ
ン
パ
ク
ト
」
を
用
い
る

が
、
そ
れ
は
コ
ヴ
エ
ナ
ン
ト
に
近
い
。

E
U
人
権
契
約
は
コ
ヴ
エ
ナ
ン
ト
を
用
い
た
。

コ
ン
ト
ラ
ク
ト
は
今
日
商
取
引
的
に
用
い
ら
れ

る
。
し
か
し
、
今
日
で
は
コ
ン
ト
ラ
ク
ト
は
コ
ヴ
エ
ナ
ン
ト
と
の
重
な
る
関
係
を
失
い
、

コ
ヴ
エ
ナ
ン
ト
の
意
味
を
全
く
知
ら
な
い
。

も
し
コ
ン
ト
ラ
ク
ト
を
「
俗
な
る
契
約

H

商
約
」
と
い
う
な
ら
ば

コ
ヴ
エ
ナ
ン
ト
は
「
聖
な
る
契
約

H

聖
約
」
と
呼
ん
で
区
別
す

る
こ
と
と
し
た
。
こ
の
違
い
が
今
日
の
問
題
状
況
を
把
握
す
る
。

④ 

キ
リ
ス
ト
教
的
結
婚
式
が
広
ま
っ
て
い
る
。
あ
る
芸
能
人
が
ご
日
駅
長
」
に
な
る
よ
う
に
ご
日
牧
師
」
も
い
る
ら
し
い
。

『
男
は
つ
ら
い
よ
』
の
「
寅
さ
ん
」
が
僧
侶
よ
り
も
う
ま
い
説
教
を
す
る
場
面
が
あ
る
。
こ
の
「
偽
装
」
が
問
題
で
あ
る
。
戦
後
の
結

婚
の
コ
ン
ト
ラ
ク
ト
化
は
、
疑
似
キ
リ
ス
ト
教
化
と
言
っ
て
も
よ
い
。
し
か
し
、
キ
リ
ス
ト
教
的
結
婚
は
本
来
「
コ
ヴ
エ
ナ
ン
ト
」

で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

コ
ン
ト
ラ
ク
ト
は
平
盤
な
ヨ
コ
関
係
だ
け
だ
が

コ
ヴ
エ
ナ
ン
ト
は
ヨ
コ
関
係
だ
け
で
な
く
タ
テ
関
係
、

つ
ま

り
神
関
係
を
も
っ
。
垂
直
次
元
を
も
っ
。
「
神
が
合
わ
せ
た
も
う
た
も
の
を
人
は
離
し
て
は
な
ら
な
い
」
。

コ
ン
ト
ラ
ク
ト
(
商
約
)
と

コ
ヴ
エ
ナ
ン
ト
(
聖
約
)

の
こ
の
よ
う
な
区
別
を
知
る
こ
と
か
ら
、
契
約
思
想
の
学
習
が
始
ま
る
。
す
べ
て
「
約
束
」
は
心
の
問
題
、

コ
ン
ト
ラ
ク
ト
と
コ
ヴ
エ
ナ
ン
ト
と
は
そ
の
点
で
同
義
的
な
要
素
を
も
っ
て
い
る
。
た
だ
自
分
の
た
め
に
相

善
意
志
の
問
題
で
あ
る
。

手
を
編
し
て
は
な
ら
な
い
、
利
用
し
て
は
な
ら
な
い
。
「
商
約
」
(
コ
ン
ト
ラ
ク
ト
)

で
あ
っ
て
も
、
単
に
相
互
契
約
だ
け
で
は
な
く
、



そ
の
契
約
の
保
証
(
「
担
保
」
)
が
求
め
ら
れ
る
。
結
婚
は
「
聖
約
」

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
聖
約
」
(
コ
ヴ
ェ
ナ
ン
ト
)
に
は
証
人

が
い
る
。
「
自
分
の
霊
に
気
を
つ
け
る
が
よ
い
」
。
「
浮
気
」
は
い
け
な
い
。
家
庭
は
契
約
(
聖
約
)
の
理
論
と
実
際
を
学
ぶ
学
校
と
な
る
。

そ
こ
か
ら
契
約
社
会
を
担
う
べ
き
次
の
世
代
が
出
て
く
る
。
家
庭
崩
壊
は
こ
の
家
庭
形
成
の
原
理
の
学
習
が
な
い
こ
と
か
ら
生
じ
て
来

る
。
夫
と
妻
と
の
結
び
付
き
は
、
垂
直
次
元
の
神
が
設
定
さ
れ
た
場
所
(
家
庭
)
に
お
い
て
成
立
す
る
。

一
+
一
は
こ
で
は
な
く
、
大

い
な
る
「
ご
に
な
る
(
ピ
カ

l
ト
)
。
ピ
カ

l
ト
は
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
で
あ
っ
た
。
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
的
な
ご
体
性
」
を
言
う
。
し
か

し
本
来
創
世
記
に
「
二
人
の
者
は
一
体
と
な
る
べ
し
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

「
荒
波
に
上
に
架
け
る
橋
」
(
回
巳
身

o
o
g円、旬。
c
E包
君
川
岸
良
)
|
|
!
こ
の
有
名
な
サ
イ
モ
ン
と
ガ

l
フ
ァ
ン
ク
ル
の
歌
は
日
本

語
で
は
「
明
日
に
架
け
る
橋
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
友
へ
の
愛
を
歌
っ
て
い
る
が
、
コ
円
三
口

E
M
1
E
O
【
目
。
者
ロ
コ
に
は
キ
リ
ス
ト
の
イ

メ
ー
ジ
が
重
な
る
。
「
友
愛
」
は
「
相
互
愛
」
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
キ
リ
ス
ト
教
的
「
犠
牲
愛
」
に
よ
っ
て
吊
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
け

⑤ 
れ
ば
な
ら
な
い
。
結
婚
家
庭
は
、
人
生
や
社
会
の
荒
波
の
上
に
架
け
る
橋
、
吊
り
橋
の
よ
う
で
あ
る
。
吊
り
橋
は
上
か
ら
の
支
え
な
し

に
は
折
れ
て
し
ま
う
。
結
婚
家
庭
が
「
下
」
(
自
然
的
な
も
の
)
か
ら
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
否
定
し
な
い
。
し
か
し
、
「
上
」
(
超
自

今日の社会崩壊とキリスト教教育

然
的
な
も
の
)
か
ら
吊
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

近
代
的
結
婚
は
、
深
い
「
思
想
」
(
思
慮
)
を
要
求
す
る
。
よ
い
結
婚
は
、
よ
い
思
想
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
。
結
婚
家
庭
は
、
契
約

社
会
の
基
礎
単
位
で
あ
る
。
家
庭
崩
壊
は
社
会
崩
壊
の
始
ま
り
で
あ
る
。
契
約
に
よ
っ
て
で
き
る
す
べ
て
の
人
間
共
同
体
は
、

そ
こ
に

垂
直
次
元
を
も
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
こ
で
す
べ
て
契
約
に
よ
る
関
係
の
確
か
さ
の
要
求
は
、

コ
ン
ト
ラ
ク
ト
か
ら
コ
ヴ
エ

ナ
ン
ト
へ
転
向
を
促
す
。
そ
れ
は
、
契
約
が
古
い
契
約
か
ら
新
し
い
契
約
(
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
)

へ
と
深
め
ら
れ
て
は
じ
め
て
、
こ

の
世
に
あ
っ
て
耐
震
強
度
を
も
っ
家
庭
が
で
き
る
。
上
か
ら
支
え
ら
れ
て
い
な
い
商
取
引
的
コ
ン
ト
ラ
ク
ト
結
婚
は
、
途
中
で
折
れ
る
。

戦
後
日
本
の
内
面
世
界
は
、
だ
ん
だ
ん
荒
波
が
高
く
な
っ
て
き
た
。
契
約
結
婚
の
危
う
い
橋
が
落
ち
て
、
子
ど
も
た
ち
が
荒
波
に
落
ち
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て
流
さ
れ
て
行
く
。
契
約
結
婚
は
「
死
と
の
契
約
」
(
イ
ザ
ヤ
二
八
・
一
五
)
で
あ
ろ
う
か
。
「
荒
波
の
上
に
架
け
る
橋
」
あ
る
い
は
「
明
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日
へ
架
け
る
橋
」
と
は
十
字
架
に
よ
っ
て
吊
り
上
げ
ら
れ
た
「
吊
り
橋
」

で
あ
る
。

11 

「
教
育
再
生
会
議
」
と
キ
リ
ス
ト
教
教
育
「
ボ
l
ン
・
ア
ゲ
イ
ン
」

① 
後
向
き
で
は
な
く

向
き

い
わ
ゆ
る
「
構
造
改
革
」
|
|
な
ぜ
最
近
「
構
造
改
革
」
と
い
う
言
葉
が
流
行
し
た
か
。
広
い
意
味
で
の
「
近
代
化
」
「
グ
ロ

l

の
進
行
に
旧
来
の
体
制
が
合
わ
な
く
な
る
「
ズ
レ
」
が
生
じ
た
か
ら
で
あ
る
。
「
一
九
四
O
年
体
制
」
(
野
口
悠
紀

パ
リ
ゼ

l
シ
ョ
ン
」

雄
)
と
い
う
戦
前
か
ら
の
「
護
送
船
団
方
式
」
が
急
速
な
社
会
変
動
に
よ
っ
て
合
わ
な
く
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
護
送
船
団
方
式
は
戦

後
の
経
済
復
興
に
は
な
お
有
効
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
は
や
っ
て
行
け
な
い
。
そ
れ
が
小
泉
内
閣
の
構
造
改
革
と

な
っ
て
現
れ
た
。
そ
の
構
造
改
革
は
ト
ー
タ
ル
か
つ
ラ
デ
ィ
カ
ル
に
日
本
を
揺
る
が
し
て
い
る
。

② 

日
本
青
少
年
研
究
所
(
文
部
科
学
省
・
総
務
庁
外
郭
団
体
)

の
一
九
九
六
年
の
調
査
i

l
こ
の
調
査
は
、
今
日
の
崩
壊
状
況
の

結
果
の
報
告
で
あ
る
。
「
親
に
反
抗
す
る
こ
と
」
が
本
人
の
自
由
と
答
え
た
日
本
で
は
八
四
・
七
%
、
ア
メ
リ
カ
一
六
・
一
%
、

「
先
生

に
反
抗
す
る
こ
と
」
が
自
由
と
答
え
た
の
は
日
本
七
九
%
、
ア
メ
リ
カ
一
五
・
八
%
、
「
学
校
ず
る
や
す
み
」
を
し
て
も
よ
い
は
日
本
六

五
・
二
%
、
ア
メ
リ
カ
一
二
・
五
%
。
こ
れ
ら
の
数
値
は
日
本
の
内
面
の
現
れ
で
も
あ
る
。
二
O
O
二
年
の
調
査
で
は
「
気
力
が
な
い
」
、

世
界
最
大
の
債
権
国
が
「
気
力
が
な
い
」
。
気
力
は
財
の
基
本
、
と
こ
ろ
が
「
気
力
が
な
い
」

の
を
「
や
さ
し
さ
」
と
肯
定
す
る
。
「
高

陽
の
は
じ
ま
り
と
見
る
か
。
「
フ
リ

l
タ
l
」
(
日
本
一
語
)
、

一
九
八
二
年
に
五
O
万
、 ア
メ
リ
カ
四
O
%
、
こ
れ
は
成
熟
社
会
と
み
る
か
、
斜

一
九
九
二
年
に
一
O
一
万
、
二

0
0
0年
に
一
九

い
社
会
的
地
位
」
を
人
生
の
目
標
と
す
る
の
は
日
本
二
%
、
韓
国
七
・
五
%
、



三
万
、
二

O
O
三
年
に
四
七
二
万
を
突
破
。
夢
が
な
く
な
る
。
す
べ
て
内
的
崩
壊
の
結
果
で
あ
る
。
こ
の
崩
壊
の
響
き
は
わ
れ
わ
れ
を

急
が
せ
る
。

③ 

安
倍
政
権
は
教
育
再
生
会
議
を
設
立
、
教
育
問
題
を
第
一
の
政
策
課
題
と
し
、
教
育
基
本
法
改
正
を
強
行
す
る
姿
勢
を
打
ち
出

一
大
矛
盾
が
あ
る
。

一
方
で
は
、
競
争
原
理
と
か
市
場
原
理
と
か
の
導
入
に

し
た
。
今
日
の
教
育
行
政
は
思
想
的
に
混
乱
し
て
い
る
。

よ
っ
て
制
度
的
な
改
革
を
す
る
。
パ
ウ
チ
ャ

i
制
を
持
ち
込
ん
で
、
商
約
的
コ
ン
ト
ラ
ク
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
を
教
育
界
に
持
ち
込
も
う
と

い
う
議
論
も
あ
る
。
そ
の
結
果
は
す
で
に
予
示
さ
れ
た
。
ラ
イ
ブ
ド
ア
の
ホ
リ
エ
モ
ン
と
か
村
上
フ
ァ
ン
ド
に
お
け
る
倫
理
的
類
廃
で

あ
る
。
他
方
で
は
、
「
愛
国
心
」
を
新
し
い
教
育
原
理
と
し
て
持
ち
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
教
育
を
戦
前
型
に
戻
そ
う
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。

パ
ス
の
運
転
台
に
後
向
き
に
座
っ
て
運
転
し
て
い
る
。
パ
ニ
ヤ
ン
の
『
天
路
歴
程
』
の
中
に
、
「
落
胆
の
泥
沼
」
に
は
ま
っ
た
二
人
の
旅

人
の
話
し
が
出
て
く
る
。

で
あ
る
。
「
盲
従
者
」
は
こ
こ
ま
で
は
一

一
人
は
主
人
公
の
「
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
」
、
も
う
一
人
は
「
盲
従
者
」

緒
に
来
た
が
、
落
胆
の
泥
沼
に
落
ち
て
も
が
き
、
こ
れ
ま
で
来
た
道
の
方
に
向
か
っ
て
這
い
だ
し
戻
っ
て
行
く
。
し
か
し
、
ク
リ
ス

チ
ャ
ン
は
そ
の
泥
沼
の
底
に
あ
る
踏
み
石
(
キ
リ
ス
ト
を
暗
示
)
を
踏
ん
で
前
向
き
に
這
い
だ
し
前
進
す
る
。

今日の社会崩壊とキリスト教教育

二
、
ど
こ
か
ら
直
し
て
行
く
か

① 

先
に
挙
げ
た
奈
良
の
事
件
の
父
は
長
男
に
面
会
し
、
父
と
し
て
の
過
ち
を
謝
っ
た
、

そ
し
て
一
緒
に
罪
を
償
う
こ
と
を
誓
っ
た
。

問
い
は
、
な
ぜ
こ
ん
な
こ
と
が
起
こ
る
前
に
、
父
は
態
度
を
変
え
ら
れ
な
か
っ
た
の
か
、

と
い
う
こ
と
。
父
が
変
わ
れ
ば
子
ど
も
も
変

わ
る
。
家
庭
が
変
わ
れ
ば
、
子
ど
も
も
変
わ
る
。
そ
れ
で
は
、
教
師
が
変
わ
れ
ば
、
生
徒
も
変
わ
る
、
学
校
が
変
わ
れ
ば
、
生
徒
も
変

わ
る
の
で
な
い
か
。

② 

思
想
の
不
適
合
|
|
チ
ャ

l
ル
ス
・
コ
ク
ラ
ン
は
、
な
ぜ
ロ

l
マ
帝
国
が
滅
亡
し
た
か
と
い
う
問
い
に
対
し
て
洞
察
的
解
答
を

提
示
し
た
。
古
典
的
(
ギ
リ
シ
ャ
哲
学
)
思
想
が
ロ

l
マ
帝
国
時
代
の
社
会
変
化
を
把
捉
で
き
な
く
な
っ
た
か
ら
だ
と
い
う
見
方
で
あ
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る
。
同
じ
こ
と
が
今
日
の
日
本
に
言
え
る
。
新
し
い
時
代
に
相
応
じ
い
担
い
手
と
し
て
の
人
間
形
成
の
問
題
で
あ
る
。
そ
れ
が
教
育
の
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問
題
と
し
て
モ
ロ
に
出
て
き
た
。
教
育
行
政
を
導
く
者
の
思
想
が
古
く
な
っ
て
時
代
を
把
握
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
。
思
想
の
不
適
合

が
政
策
を
混
乱
さ
せ
て
い
る
。
今
日
の
社
会
崩
壊
は
、
過
去
に
逆
も
ど
り
し
て
解
決
で
き
な
い
。
こ
の
国
会
に
出
さ
れ
た
教
育
基
本
法

コ
ン
ト
ラ
ク
ト
化
し
た
社
会
の
崩
壊
は
コ
ヴ
エ
ナ
ン
ト
的
に
、
前
向
き
に
形
成
的
に
乗
り
越
え
て

の
改
訂
は
ど
う
か
。
思
想
的
に
は
、

行
く
べ
き
な
の
に
、
古
い
思
想
、
た
と
え
ば
戦
前
の
『
園
韓
の
本
義
』
と
本
質
的
な
変
わ
ら
な
い
古
い
思
想
に
逆
行
す
る
こ
と
に
な
る
。

教
育
機
関
と
社
会
関
係
l

l
た
し
か
に
、
キ
リ
ス
ト
教
教
育
機
関
は
、
神
殿
の
至
聖
所
で
は
な
い
、
教
会
で
は
な
い
。
そ
の
前

③ 
庭
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
は
そ
の
前
庭
を
商
取
引
の
場
に
し
た
こ
と
を
見
て
い
わ
ゆ
る

「
宮
き
よ
め
」
を
行
な
っ
た
。
キ
リ
ス
ト
教
学
校

が
コ
ン
ト
ラ
ク
ト
化
し
て
は
い
な
い
か
。
今
日
の
教
育
崩
壊
に
キ
リ
ス
ト
教
学
校
が
対
応
で
き
て
い
る
か
。
キ
リ
ス
ト
教
学
校
の
再
生

は
、
社
会
の
再
生
へ
直
結
す
る
と
い
う
こ
と
を
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
教
育
機
関
は
社
会
関
係
を
P
T
A
に
お
い
て
も
っ
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。
苫
戸
(
司
R
O
E
A
g各
RKFωω
。
巳
巳
古
口
)
は
戦
後
ア
メ
リ
カ
か
ら
入
っ
た
制
度
で
あ
る
が
、

「
ア
ソ
イ
エ

l
シ
ョ
ン
」

と
は
ヴ
ォ
ラ
ン
タ
リ
・
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
一
つ
、
こ
こ
に
も
コ
ン
ト
ラ
ク
ト
化
の
一
例
を
見
る
。
そ
れ
を
ど
う
本
来
の
コ
ヴ
エ
ナ

ン
ト
共
同
体
ま
で
向
上
さ
せ
る
か
。

④ 

社
会
性
の
教
育
=
。
巳
可

0
5
沙門

OPRω
コ
|
|
個
の
確
立
は
社
会
の
確
立
と
結
び
つ
く
。
個
の
自
覚
は
、
社
会
性
の
訓
練
の
中

ア
メ
リ
カ
社
会
を
み
て
感
心
し
た
。
そ
れ
は
垣
根
が
な
い
、
そ
し
て
隣
人
を
内
に
迎
え
る
。
日
本
に
そ
れ
が

で
育
つ
。
堀
田
力
氏
は
、

と
感
じ
た
。
新
し
い
家
庭
問
の
交
わ
り
、
そ
し
て
子
ど
も
の
養
育
の
仕
方
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

個
人
の
確
立
と
共
同
体
性
と
は
結
び
つ
い
て
い
る
。
家
庭
間
の
交
流
の
中
で
子
ど
も
た
ち
の
社
会
性
を
養
う
。
そ
れ
は
対
外
関
係
に
も

な
い
、
日
本
は
閉
鎖
的
で
あ
る
、

広
げ
ら
れ
る
。
語
学
教
育
が
必
然
的
に
多
文
化
間
交
流
を
養
う
。
日
本
は
依
然
と
し
て
島
国
根
性
が
残
っ
て
居
て
国
際
的
社
交
性
が
欠

け
て
い
る
。

2
0
ロ
q
O
B
向
。
同
。
任
命
吋
ω44
は
、
ま
さ
に
教
育
に
よ
る
日
本
社
会
の
構
造
改
革
で
あ
る
。
ど
う
実
行
す
る
か
。
そ
れ
が
な
い



と
、
家
庭
崩
壊
の
諸
問
題
を
家
庭
内
に
「
固
い
込
む
」
こ
と
に
な
る
。

⑤
 
約
束
教
育
ー
ー
ー
幼
児
期
か
ら
コ
ヴ
ェ
ナ
ン
ト
社
会
形
成
の
準
備
を
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
「
契
約
」
と
は
約
束
事
で
あ
る
。

約
束
を
守
る
と
い
う
こ
と
な
し
に
、
社
会
は
成
り
立
た
な
い
。
契
約
社
会
の
形
成
は
、
高
い
倫
理
性
を
要
求
す
る
。
契
約
社
会
の
崩
壊

は
信
頼
の
崩
壊
に
よ
っ
て
起
こ
る
。
そ
れ
は
今
日
の
受
験
教
育
の
問
題
と
関
連
し
て
い
る
。
契
約
の
原
理
は
、
倫
理
性
の
成
熟
な
し
に

は
、
破
壊
的
に
作
用
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
契
約
の
原
理
は
破
壊
的
に
の
み
作
用
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
形
成
的
に
作
用
さ

せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
革
命
を
平
和
裡
に
起
こ
す
、
だ
か
ら
教
育
の
出
番
と
な
る
。
日
本
社
会
の
誤
っ
た
コ
ン
ト
ラ
ク
チ
ュ
ア
リ
ズ

ム
の
被
害
者
を
救
済
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
キ
リ
ス
ト
教
学
校
は
、

日
本
社
会
の
病
を
癒
す
ホ
ス
ピ
タ
ル
と
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

ー

l
 
l
 
ひ
と
つ
の
事
例
と
し
て
|
|
「
日
本
を
変
え
る
た
め
聖
学
院
が
変
わ
る
」

一
、
聖
学
院
教
育
憲
章

今日の社会崩壊とキリスト教教育

以
上
の
べ
た
こ
と
の
実
践
的
一
事
例
と
し
て
、
聖
学
院
が
な
し
て
き
た
こ
と
を
紹
介
し
た
い
。
も
し
「
聖
学
院
」
と
い
う
と
こ
ろ
を

「
キ
リ
ス
ト
教
学
校
」

と
し
て
読
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

聖
学
院
は
新
し
い
ミ
レ
ニ
ア
ム
を
迎
え
る
と
と
も
に
「
聖
学
院
教
育
会
議
」
と
い
う
三
年
継
続
の
全
法
人
的
会
議
を
開
い
た
。
そ
し

て

「
聖
学
院
教
育
憲
章
」
を
制
定
し
た
。
そ
れ
は
新
し
い
思
想
、
古
く
て
な
お
新
し
い
思
想
と
し
て
の
契
約
思
想
を
も
つ
た
め
で
あ
る
。

そ
こ
に
=
骨
。
B
h。旦
g
a
g
(
U
2
O
B
E
-
-
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
聖
学
院
が
聖
約
共
同
体
と
し
て
回
復
せ
ね
ば
な
ら
な
い
か
。

そ
れ
は
自
分
が
生
き
延
び
る
た
め
で
は
な
い
、

そ
れ
は
日
本
社
会
が
求
め
る
救
い
を
キ
リ
ス
ト
教
的
教
育
に
よ
っ
て
も
た
ら
す
た
め
で

あ
る
。
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そ
れ
は
今
日
の
状
況
を
予
想
し
た
動
き
で
あ
っ
た
。
今
年
サ
ッ
カ
ー
の
二

0
0
六
年
ワ

l
ル
ト
カ
ッ
プ
・
ド
イ
ツ
大
会
が
あ
っ
た
。
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そ
の
と
き
ジ

l
コ
前
監
督
が
日
本
チ
l
ム
を
造
っ
た
。
「
サ
ッ
カ
ー
の
哲
学
」
を
教
え
る
と
言
っ
た
。
試
合
に
勝
つ
た
め
の
チ

l
ム
の
形

成
で
あ
る
。
サ
ッ
カ
ー
自
体
が
、
動
く
フ
ォ

l
メ
イ
シ
ョ
ン
で
あ
る
。

シ
ュ

l
ト
で
き
る
よ
う
に
動
く
。
そ
れ
が
崩
れ
る
と
ゴ

l
ル
に

行
け
な
い
。
改
革
は
形
成
へ
。
教
育
会
議
は
=
河
内
げ
守
口

H
E
Zロ
=
で
あ
っ
た
。
し
か
し
勝
ち
に
行
く
た
め
に
は
コ
司
g。円口
HH

る
。
教
育
も
、
ど
う
い
う
理
念
、
ど
う
い
う
思
想
を
も
つ
か
が
問
題
と
な
る
。
聖
学
院
の
哲
学
は
聖
な
る
契
約
の
思
想
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

キ
リ
ス
ト
教
学
校
も
私
学
と
し
て
自
発
的
意
志
的
設
立
で
あ
る
。
だ
か
ら
国
内
国
外
を
問
わ
ず
、
競
争
を
避
け
な
い
。
「
教
育
の
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
」
に
出
る
、
そ
の
よ
う
な
課
題
を
自
覚
し
、
勝
つ
た
め
の

3
2
H
E守
口
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
オ
シ
ム
監
督
は
走
る
チ

l

よ
き
サ
マ
リ
ヤ
人
の
よ
う
に
走
り
寄
る
教
育
へ
の
司
R
自
主
S
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

ム
と
言
っ
た
。
聖
学
院
は
、

二
、
現
実
(
リ
ア
リ
テ
ィ
)

の
喪
失
と
回
復

日
本
社
会
の
基
礎
共
同
体
で
あ
る
家
庭
が
、
契
約
理
念
を
生
か
す
ほ
ど
の
契
約
理
念
自
体
の
理
解
を
持
た
な
い
ま
ま
、
外
面
的
に
契

約
的
に
な
っ
て
今
日
ま
で
き
た
。
外
面
的
に
は
キ
リ
ス
ト
教
的
結
婚
式
を
す
る
。
し
か
し
、
キ
リ
ス
ト
教
的
結
婚
は
ま
さ
に
「
聖
約
」

で
あ
る
。
神
の
も
と
で
の
神
聖
な
る
契
約
で
あ
る
。
内
容
な
き
外
形
は
空
虚
で
あ
る
。
そ
の
空
虚
の
中
で
思
想
な
き
家
庭
が
営
ま
れ
て

い
る
。聖
学
院
教
育
は
、
神
殿
の
至
聖
所
の
前
庭
で
「
聖
」
学
院
と
し
て
立
つ
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
す
る
。
聖
学
院
が
聖
約
共
同
体
と
な
る

こ
と
は
、
こ
の
日
本
社
会
の
空
虚
さ
の
中
に
し
か
る
べ
き
「
現
実
」
を
取
り
戻
す
課
題
と
取
り
組
む
た
め
で
あ
る
。

人
間
が
人
間
に
な
る
と
い
う
変
化
可
能
性
が
教
育
の
可
能
性
で
あ
る
。
こ
の
「
な
る
」
と
い
う
こ
と
は
単
な
る
身
体
的
成
長
で
は
な

い
。
新
し
い
人
間
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
変
化
の
実
現
が
人
間
を
し
て
人
間
た
ら
し
め
る
。
そ
れ
は
生
き
方
の
転
回
、
人
間
の
革



命
、
転
回
(
コ
ン
ヴ
ァ

i
ジ
ョ
ン
)

で
あ
る
。
日
本
の
現
状
は
そ
れ
を
果
た
さ
な
か
っ
た
結
果
で
は
な
い
か
。
戦
後
日
本
は
、
憲
法
の

規
定
す
る
と
こ
ろ
の

「
現
実
」
を
も
っ
て
い
な
い
。
キ
リ
ス
ト
教
学
校
は
、
そ
の
名
に
相
応
し
い

「
現
実
」
を
も
っ
て
い
る
か
。
来
る

百
年
に
聖
学
院
は
キ
リ
ス
ト
教
教
育
の
場
と
し
て
の

「
現
実
」
を
取
り
戻
す
。

三
、
聖
学
院
の
百
周
年
は
聖
約
共
同
体
形
成
を
課
題
と
す
る

生
ま
れ
な
が
ら
の
「
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
」
は
い
な
い
。
人
聞
が
「
新
し
く
な
る
」
こ
と
、

そ
れ
は
大
江
健
三
郎
の
い
う
「
新
し
い
人
間

の
方
へ
」
と
い
う
方
向
性
に
停
滞
す
る
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
第
二
の
本
性
と
言
わ
れ
る
「
よ
い
習
慣
」
を
造
る
こ
と
、
そ
の
全
体
に

に
よ
る
第
二
の
本
性
の
獲
得
形
成
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教

は
古
い
習
慣
か
ら
新
し
い
習
慣
へ
の
変
化
(
革
命
、
回
心
の
よ
う
な
変
化
)

教
育
と
は
岡
山
含
の
mHZ
。
ロ
で
は
な
く
開
門
医

g
t
g
で
あ
る
。
建
て
上
げ
る
こ
と
で
あ
り
、
立
ち
上
が
る
こ
と
で
あ
る
。

聖
約
共
同
体
の
成
立
は
、
現
代
日
本
の
批
判
原
理
と
形
成
原
理
の
確
立
と
な
る
。
聖
学
院
は
、
新
し
い
家
庭
、

そ
し
て
新
し
い
社
会

今日の社会崩壊とキリスト教教育

の
コ
ン
ト
ラ
ク
ト
化
の
類
落
、
つ
ま
り
垂
直
次
元
を
失
っ
た
契
約
社
会
を
、
垂
直
次
元
を
も
っ
た
コ
ヴ
エ
ナ
ン
ト
的
契
約
社
会
の
形
成

へ
と
前
向
き
に
救
い
出
す
。
そ
れ
が
教
育
会
議
以
来
目
指
し
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
聖
学
院
は
、
日
本
の
社
会
の
崩
壊
の
理
由
を
知
っ

て
い
る
。
聖
学
院
が
聖
約
共
同
体
に
な
る
こ
と
は
、
聖
学
院
が
日
本
の
明
日
へ
の
橋
と
な
る
た
め
で
あ
る
。
ブ
レ
ア
首
相
が
「
こ
の
国

に
必
要
な
も
の
は
、
第
一
に
教
育
、
第
二
に
教
育
、
第
三
に
教
育
」
と
言
っ
た
が
、
わ
た
し
は
そ
れ
を
あ
え
て
「
キ
リ
ス
ト
教
教
育
」

と
言
い
換
え
よ
う
と
思
う
。
却
。
E
ゎ。巳
S
2
ざ
わ
。

5
5
E、
こ
の
動
き
が
ア
メ
リ
カ
に
起
こ
り
出
し
た
。
日
本
に
こ
の
動
き
が
起
こ
ら

ね
ば
な
ら
な
い
。
戦
後
日
本
社
会
の
コ
ン
ト
ラ
ク
ト
的
水
平
次
元
の
相
互
性
は
、
キ
リ
ス
ト
の
十
字
架
の
犠
牲
愛
の
垂
直
次
元
に
よ
っ

て
支
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
戦
後
社
会
の
コ
ン
ト
ラ
ク
ト
化
は
、
「
新
し
い
契
約
(
コ
ヴ
ェ
ナ
ン
ト
)
」
と
し
て
の
恩
寵
な
し
に
、
崩

壊
に
瀕
し
て
い
る
。
戦
後
日
本
の
コ
ン
ト
ラ
ク
ト
化
を
堕
落
か
ら
救
う
た
め
に
、
キ
リ
ス
ト
教
教
育
は
自
ら
を
聖
約
共
同
体
と
し
て
形

成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
実
力
を
養
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
キ
リ
ス
ト
教
学
校
は
日
本
に
あ
っ
て
「
た
だ
天
を
仰
い
で
立
っ
て
い
る
」
の
で
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は
な
い
。
日
本
を
変
え
る
た
め
に
聖
学
院
が
変
わ
る
。
聖
学
院
は
「
聖
」
学
院
に
な
る
、
「
聖
約
」
共
同
体
と
な
る
。
キ
リ
ス
ト
教
学
校

は
「
新
し
い
契
約
に
仕
え
る
資
格
」
(
第
二
コ
リ
ン
ト
三
・
六
新
共
同
訳
)
を
獲
得
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
「
練
達
が
希
望
を
生
み
出
す
」
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(
ロ
マ
五
・
四
)
か
ら
で
あ
る
。

|
|
日
本
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
・
キ
リ
ス
ト
教
は
、
横
浜
バ
ン
ド
、
札
幌
バ
ン
ド
、
熊
本
バ
ン
ド
と
し
て
出
発
し
た
で
は
な
い
か
。

「
バ
ン
ド
」
と
は
「
コ
ヴ
エ
ナ
ン
ト
」
で
あ
る
。
聖
約
で
あ
る
。
こ
う
し
て
聖
学
院
は
以
下
の
よ
う
な
「
聖
約
」
を
も
っ
て
神
の
前
に

祈
っ
た
。

聖
学
院
百
周
年
聖
約

主
の
年
二

O
O
三
年
か
ら
二

O
O
六
年
ま
で
聖
学
院
は
創
立
か
ら
百
周
年
を
記
念
し
、
学
校
法
人
聖
学
院
と
し
て
心
を
ひ
と
つ
に
し
、

創
立
の
理
想
を
回
顧
し
、
ま
た
来
る
百
年
を
展
望
す
る
機
会
を
も
っ
て
き
た
。
日
本
の
現
状
を
顧
み
る
と
き
、
敗
戦
後
外
面
的
復
興
に

よ
っ
て
隠
蔽
さ
れ
て
き
た
内
面
的
問
題
が
今
や
人
間
や
家
庭
の
崩
壊
と
な
っ
て
現
象
し
、
重
い
教
育
課
題
と
し
て
迫
っ
て
い
る
。
こ
の

課
題
と
真
っ
向
か
ら
取
り
組
み
日
本
の
未
来
に
希
望
を
つ
く
り
出
す
こ
と
は
と
く
に
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス
ク
ー
ル
の
使
命
で
あ
る
と
言
わ

ね
ば
な
ら
な
い
。
学
校
法
人
聖
学
院
は
、
聖
学
院
が
主
と
仰
ぐ
神
の
前
に
、
こ
の
使
命
達
成
の
た
め
新
し
い
百
年
に
向
か
っ
て
教
育
の

た
め
に
召
さ
れ
た
聖
約
共
同
体
と
し
て
自
己
を
形
成
し
、
法
人
全
体
一
致
協
力
し
て
使
命
を
担
い
、
主
の
栄
光
を
あ
ら
わ
す
よ
う
努
め

る
こ
と
を
、
こ
こ
に
厳
粛
に
聖
約
す
る
。

二
O
O
六
年
八
月

学
校
法
人
聖
学
院
理
事
会
合
宿
一
同

教
育
同
盟
代
表
者
会
議
講
演

(
N
g
q
H
H
¥
戸
、
於
聖
学
院
大
学
チ
ャ
ペ
ル
)




